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The first public park in Japan is made in Meiji era. Although, precinct yards and riversides were like the public 
park in Japanese style. The modern public park and the traditional one have same systems. 
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１．	 はじめに	 -「公園的なるもの」とは- 
	 明治６年、太政官布達第１６号によって日本に生まれ
た公園は、時代を経るごとにその形を少しずつ変化させ
てゆく。数年前までは「ブランコ・滑り台・砂場」とい
ういわゆる３種の神器が置かれて、行政主導というイメ
ージのあった公園も、近年では民間企業と協働した公園
づくりがなされたり、園内にオープンカフェが設置され
たり、定期的にマルシェなどのイベントが開催されたり
と、変化が見られる。このような公園のあり方は一見、
最新鋭であるかのように思われるが、実は、明治時代の
初期の公園や、その原型となる江戸時代の「公園的なる
もの」に同じようなシステムを見ることができる。	 
	 ところで、「公園的なるもの」とは筆者が作った造語
である。江戸時代には、寺社境内や広小路といった街中
のあらゆるオープンスペースが、市民の戸外レクリエー
ションの場所になっていた。それは、あるいは「四季の
名所」でもあり、あるいは「盛り場」でもあった。本来
的な公園とは違うものの、意味的な公園ではあるといえ
るだろう。そこで、本論文ではそのような場所を「公園
的なるもの」と呼ぶことにする。	 
 
２．	 江戸の「公園的なるもの」 
（１）研究方法 
	 まず、『江戸名所図会』に描かれるオープンスペース
のうち、戸外レクリエーション行為（飲食、花見、景色
を楽しむ、虫の音を聞く、追いかけっこ等）が見られる
ものを「公園的なるもの」として 57 カ所抽出した。次に、
それらを「場所も特徴」と「管理運営と使い方の特徴」
すなわちハードとソフトの両面から分類分けし、共通す
る特徴・原理を帰納的に見出した。	 
	 
	 
 
図１	 「公園的なるもの」の場所的特徴	 	 
（２）場所の特徴 
a）<水の辺>や<山の辺>に成立	 
	 「公園的なるもの」の立地を見ると、57 カ所のうち<
水の辺>に 22、<山の辺>に 13、<水の辺>＋<山の辺>に
17、平坦地に 5 成立していた。なお、<水の辺>と<山の辺
>は、樋口忠彦[1993]の定義に準ずる。 
b）隙間に成立	 
	 「公園的なるもの」の種類を見ると、寺社境内が 2、寺
院境内が 13、堤や川原が 5、山・広小路・池畔が共に 3
ずつ、馬場及び民営園地が 2 ずつ、浜と火除明地が 1 ず
つであった。このような場所の多くは、常時において特
別な用途を持っている場所ではなく、隙間的な空間であ
るといえるだろう。 
c）水や緑がある	 
	 『図会』の絵より、緑及び水がある「公園的なるもの」
ものは、それぞれ 53、46 であった。例えば根津権現社境
内や飯倉神明宮境内、蒲田里梅園などは<水の辺>から離
れた場所に位置しているが、敷地内に大きな池を擁して
いる。 
d）聖や俗がある	 
	 江戸の「公園的なるもの」のうち、聖なるもの（寺社
など）及び俗なもの（茶屋、揚弓場など）があるものは、
それぞれ 42、53 であった。聖なる空間である寺社境内の
場合は、茶屋や揚弓場、芝居小屋などの遊興空間を擁す
ることで、聖なる空間をもたない亀戸梅屋敷のような民
営園地では、七福神のひとつである福禄寿を園内に起き、
聖なる空間を作り上げることによって人々の集客を促し
た。 
（３）管理運営と使い方の特徴 
a）民間主体	 
	 江戸の「公園的なるもの」は、民間と協働で管理され
ている場所が多い。例えば、吉田伸之によると、両国広
小路では、東西橋番、水防、船役、町の集団が重層・複
合的維持管理を担う一方で、助成地の経営権、一部河岸
の独占的使用権を幕府から認められ、それを小商人、茶
屋、芸能工業者らに賃貸し地代をとっていたようである。 
b）行事や名物	 
	 湯島天満宮や目黒不動堂の境内では富くじ、富岡八幡
宮や回向院の境内では勧進相撲が人気を博し、人々を惹
きつけた。また、場所に因んだ名物が多く、墨田川堤の
ように桜が有名な場所では、その葉を塩漬けにして巻い
た桜餅が、梅屋敷では梅干しが名物となっていた。また、
飛鳥山や御殿山のように丘の上の見晴らしの良い場所で
は、がけ下に陶器を落としひらひら舞っていくのを楽し
むかわらけ投げが流行した。 
c）料理茶屋	 
	 江戸の「公園的なるもの」周辺には、飲食施設が多数
存在していた。『江戸高名会亭尽』に描かれるような名
所的な料理茶屋も、多くが「公園的なるもの」の近くに
あり、遊びの中に飲食は欠かせないものとなっていた。 
d）複合化	 
	 江戸の「公園的なるもの」では、一つの敷地内でアク
ティビティが完結するのではなく、周辺の様々な地域と
繋がりをもって展開している、複合的で多義的な空間構
成が見られる。例えば、飛鳥山地域では、桜の名所であ
る「行楽地」としての飛鳥山、そして、音無川沿いの扇
屋や海老屋といった「料亭」群、王子権現社や王子稲荷
社、岩屋弁天といった「宗教空間」、王子大堰、不動の
滝といった迫力ある「自然」が石神井川沿いに展開をし
ていた。市民は回遊しながら地域一帯を楽しんだ。 
 
３．	 公園の歴史的変遷	 
（１）公園の西洋化時代	 (明治６年—昭和初期)	 
この時代、前半は寛永寺境内や飛鳥山、愛宕神社境内
のような「公園的なるもの」が公園に移行される。後半
はインフラ整備や堤防整備などにより減少していく「公
園的なるもの」に変わって、都市計画的に公園が設置さ
れていく。 
また、震災復興期には、子供達の公園使いこなしを助
長するため、都が依頼し末田ます氏が日比谷公園などで
児童指導を行った。そこでは、「公園ひなまつり」や運
動会などのイベントが開催されていた。また、保護者に
より「公園母の会」結成され、末田氏らと共に活動した。 
（２）公園の合目的時代(戦後-1972 年頃)	 
	 この時代は,「公園的なるもの」が存在し得た<水の辺>
や隙間が減少し、その代わりに公園が造られた。 
a）自然代償公園	 
築地川の埋め立て及び首都高速道路化に伴って築地川
数寄屋橋公園や、祝橋公園などの多くの公園が造られた。
それらは、川の埋め立て地や、埋め立てによって取り残
された橋の両側に人工地盤を造成して造られた。 
b）大規模区画整理による公園	 
	 大規模区画整理によりできた公園に新宿中央公園があ
る。公園の西側には江戸時代からの名勝地十二社池があ
り、戦後直後までは、盛り場として賑わう地だったが、
この再開発が最終的な引き金となり埋め立てられた。 
（３）公園のポスト・インダストリアル(1972 年頃-2000
年頃)	 
a）親水公園	 
この頃から、失われていく水辺を、公園化することで
どうにか残そうとする試みが見られる。日本初の親水
公園は、江戸川区船堀川に 1973 年に成立した古川親水
公園である。ドブ川と化し埋め立て予定だった川を、
地域住民が保存するようにと、区に訴えかけたことに
よって誕生した。また 1988 に開園した音無親水公園は
一度造られたカミソリ堤防を取り払うことで、1989 年
に開園した和田堀緑道では、暗渠化された和田堀を再
び水辺に整備し直すことで成立した。これらの公園は、
擬似的な水辺ではあるものの、ここに人々の自然回帰
が見られる。 
	 	 	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b）プレーパーク	 
	 土や、落ちている木の枝や、ダンボールや、火や水
など、あらゆる材料を用いて、自由に遊ぼうという考
え方の公園である。まちの中から原っぱや土手などが
消え、公園は禁止事項だらけで、子供の遊び場が消え
ていくことに対して危機感を持った有志の親たちが、
自主的につくり運営した。その成果が世田谷区に認め
られ、1979 年に羽根木プレーパークとして正式に開園
された。 
 
４．	 現代の公園	 
（１）公園の管理運営と使い方の特徴 
a）民間との協働	 
	 公園は長らくの間、行政によって管理運営されていた
が、1999 年の PFI 法が、2003 年の地方自治法改正によ
る指定管理者制度の導入以降、公園の管理を民間企業に
任せる事例が増加している。 
b）公園づかいの多様化	 
	 日比谷公園が 100 周年を迎えた 2003 年をきっかけに、
イベントなどの公園占有に対する規制が緩和された。日
比谷公園ではオクトーバーフェスト、新宿中央公園では
2015 年頃より、民間の公園指定管理者らによって、野外
映画祭や移動販売車の出店などフレキシブルな「公園づ
かい」がなされるようになった。	 
c）民間飲食店の出現	 
	 江戸時代の「公園的なるもの」は必ず飲食の楽しみが
伴っていた。都内における公園内の民営の飲食店は、1903
年開園の日比谷公園までは多数見られたが、それ以降は
2012 年まで基本的には設置されていない。隅田公園の桜
餅や言問団子店、石神井公園と井の頭公園内の売店は各
公園地指定以前からあるため、既得権をもって運営され
ている。1956 年の都市公園法及びそれに伴う各地方公共
団体の条例では、園内建築の建ぺい率が 2 パーセントに
定められたり、原則的には園内での営業行為が禁止され
たりした。	 
	 しかしながら、PFI 法、指定管理者制度の導入などの影
響も受けて、2012 年に上野恩賜公園において民間のオー
プンカフェが設置されて以降、他の公園でも取り入れら
れるようになった。面積がそれほど大きくない南池袋公
園では、建ぺい率の制限を回避するべく、店舗２階部分
を共用スペースという位置付けにし、イベントなどに開
放することで規制緩和を受けている。	 
	 	 	 	 	 
	 
	 
d）街と繋がる公園	 
南池袋公園では、グリーン大通りエリアマネジメント
協議会(GAM)によって、隣接するグリーン大通りや、周
辺のカフェ、神社などと共同でイベントが行われている。
エリアマネジメント団体と共同で、園内だけで完結する
のではなく、周辺地域と一体になって盛り上がりを見せ
る公園が増加している。 
 
（２）現代の「公園的なるもの」 
近年では、寺社境内のイベントなどによる活用が見ら
れる。2011 年からは牛島神社境内で「すみだ川ものコト
市」が、2012 年から 2015 年までは亀有香取神社で「亀有
楽座」というイベントが開催されている。境内という「公
園的なるもの」に再び価値を見出し、活用していこうと
する事例である。また、皇居ランが流行っているのも、
堀の「公園的なるもの」化と言えるのだろう。また、ミ
ズベリングに代表されるように、川などの水辺の使いこ
なしの機運も高まっている。 
 
 
 
	  
 
 
 
 
 
	 	  
５．	 結論	 
江戸の「公園的なるもの」は、西洋から公園という概
念が入る前から既に成立していたものである。そして、
都市計画や公園計画のルールに従うものではなく、ほと
んどが「自然発生的に」生まれているものである。つま
り、それらは本来の日本人の欲求を反映してできた「日
本らしい」空間であると解釈できるのではないだろうか。	 	 
図２	 和田堀緑道	 
図４	 すみだ川ものコト市	 
図３	 南池袋公園	 
そのような視点を持って、近年の公園と江戸の「公園
的なるもの」比較すると、その管理運営法と使い方につ
いて、多くの共通点が見られる。これは、日本の公園が
成熟してきた近年、本来日本人が持っている感性に合っ
た公園になりつつあるのではないかと考えられる。 
また、７０年代ころから、水辺などの自然に回帰する
ような親水公園が見られるようになり、現在では、実際
の自然をうまく活用する事例が見られる。また、寺社境
内での活動も活発化してきている。このような場所は、
日本において本来人の集まるポテンシャルのある空間で
あった。それらの良さが、再び見直されつつあるのでは
ないだろうか。 
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